
滝沢市水道事業ビジョン  改定の概要  

令 和 4 年 度 第 2 回 滝 沢 市 上 下 水 道 経 営 審 議 会 （ 令 和 4 年 9 月 26 日 ）  

 

以 下 、『 地 域 水 道 ビ ジ ョ ン 』『 水 道 事 業 ビ ジ ョ ン 』の こ と を 、基 本 的 に『 ビ ジ

ョ ン 』 と 表 現 し ま す 。  

 

【全体】  

・ビ ジ ョ ン の 改 定 は 今 回 で 2 回 め 。3 つ め の ビ ジ ョ ン と な り 、以 前 の 版 と 比 較

す る 際 の 混 乱 等 を 避 け る た め 、今 回 か ら ビ ジ ョ ン の 名 称 の 前 に『 第 ○ 次 』と

つ け る こ と と し ま す 。平 成 18 年 3 月 に 初 め て 策 定 し た『 滝 沢 村 地 域 水 道 ビ

ジ ョ ン 』 を 『 第 1 次 』、 平 成 28 年 3 月 に 策 定 し た 『 滝 沢 市 水 道 事 業 ビ ジ ョ

ン 』 を 『 第 2 次 』 と 位 置 づ け 、 今 回 策 定 す る も の を 『 第 3 次 』 と し ま す 。  

・ 前 回 か ら 大 き な 状 況 の 変 化 は 無 い と 考 え ら れ る た め 、 内 容 は 基 本 的 に 第 2

次 の 内 容 を 引 き 継 ぐ も の と し ま す 。  

 

【位置づけ】  

・簡 易 水 道 事 業 統 合 を 終 え 、本 格 的 に『 更 新 』が メ イ ン と な る こ と か ら 、個 別

計 画 の『 基 幹 水 道 施 設 整 備 計 画 』と『 老 朽 水 道 施 設 更 新 計 画 』と を 統 合 し て

『 基 幹 水 道 施 設 更 新 計 画 』、『 配 水 管 整 備 計 画 』と『 老 朽 管 更 新 計 画 』と を 統

合 し て 『 配 水 管 更 新 計 画 』 と し ま す 。  

 

【概況・現状】  

・ 第 2 次 ビ ジ ョ ン が 策 定 さ れ て か ら 6 年 経 過 し た こ と に よ る デ ー タ の 入 れ 替

え や 、平 成 30 年 の 一 本 木 地 区 簡 易 水 道 統 合 に 係 る 記 載 を 改 め る こ と を 中 心

に 、市 の 水 道 事 業 の 概 況・現 状 等 を 整 理 し ま す 。表 現 の ス リ ム 化 も 検 討 し ま

す 。 現 在 作 成 中 で す 。  

 

【課題の抽出】  

・ 前 計 画 期 間 の 取 組 等 の 振 り 返 り の 結 果 に よ る と 、 第 2 次 ビ ジ ョ ン で 提 示 さ

れ た 課 題 は 、 現 在 に お い て も ほ ぼ そ の ま ま 当 て は ま る と 考 え ら れ ま す 。 大

き な 変 更 は あ り ま せ ん 。  

 

【水需要の見通し】  

・将 来 の 水 需 要 の 算 出 根 拠 と な る 人 口 推 計 は 、令 和 2 年 3 月 に 策 定 さ れ た『 滝

沢 市 人 口 ビ ジ ョ ン 』を 適 用 し ま す 。『 滝 沢 市 人 口 ビ ジ ョ ン 』で 結 論 さ れ た 市
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の 独 自 推 計 値 を 高 位 推 計 、 国 立 社 会 保 障 ・ 人 口 問 題 研 究 所 の 推 計 準 拠 値 を

低 位 推 計 の 根 拠 と し て い ま す 。  

・市 の 水 需 要 は そ の ほ と ん ど が 家 庭 用（ 生 活 用 、一 般 用 ）の 使 用 水 量 で あ る こ

と か ら 、『 1 人 1 日 あ た り 有 収 水 量 』（  ≒  1 人 1 日 あ た り 使 用 水 量 ）を 水 需

要 の 算 出 根 拠 と な る 基 礎 水 量 と し て い ま す 。  

・『 滝 沢 市 人 口 ビ ジ ョ ン 』で 推 計 人 口 が 提 示 さ れ た 2065 年（ 令 和 47 年 ）分 ま

で 、 水 需 要 を 算 出 し て い ま す 。  

 

【目指すべき方向】  

・基 本 理 念『 信 頼 さ れ 続 け る 水 道 』、施 策 目 標『 安 心・安 全 』『 安 定・強 靭 』『 環

境 ・ 持 続 』 は 第 2 次 ビ ジ ョ ン で 設 定 し た も の を そ の ま ま 引 き 継 ぎ ま す 。  

・『 施 策 の 体 系 』 は 一 部 変 更 し て い ま す 。  

 ①『 2-3 給 水 区 域 の 拡 大 』の 削 除（ 一 本 木 地 区 簡 易 水 道 統 合 済 で 、今 後 大

き な 給 水 区 域 拡 大 を 見 込 ん で い な い た め ）  

 ②『 水 源 の 調 査 』『 断 水 工 事 の 効 率 化 』『 簡 易 水 道 事 業 の 経 営 統 合 』『 水 道 技

術 管 理 者 の 養 成 』 の 削 除 、 ま た は 他 の 施 策 と 統 合  

 ③『 水 源 水 質 監 視 の 強 化 』⇒『 適 正 な 水 質 監 視 』、『 水 質 管 理 の 強 化 』⇒『 適

正 な 水 道 水 質 管 理 』  

 ④ 『 専 用 水 道 利 用 者 と の 合 意 形 成 』 を 『 3-5  官 民 連 携 ・ 広 域 連 携 の 推 進 』

に 移 動  

 

【目標達成のための実現方策】  

・『 主 要 施 策 』 は 、 変 更 し た 『 施 策 の 体 系 』 に 応 じ て 整 理 し ま す 。  

・施 策 方 針 は 適 宜 修 正・変 更 し 、主 要 事 業 は 今 後 10 年 で 実 施 す る 見 込 み の も

の に 改 め ま す 。  

・指 標 の 設 定 に つ い て は 、実 績 値 の 長 期 の 変 化 に つ い て も 評 価 で き る よ う に 、

第 2 次 ビ ジ ョ ン の 指 標 項 目 と 同 じ 項 目 と し ま す 。  

 

 




